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　子供たちの賑やかな声が懐かしい今
日この頃…皆さん、お元気でしょう
か？ 現在、「はっけん広場」は新型コロ
ナウイルス感染予防のため、お休みし
ています。いつも、ここではイベント
の様子などをご紹介していますが、今
回は「はっけん広場」のイベントの準備
作業を紹介します。
　毎年、春恒例といえば、「羊毛洗い」
の仕事があります。イベントで使用す
る羊毛は、毛刈り後、毛を洗うところ
からはじまります。今年も新得町の畜
産試験場から４頭分の羊毛が大きなビ
ニール袋に詰められ、届きました。ま
ず、袋から取り出して広げ、汚れてい
る毛を取り除きます。何とも言えない

香りが漂う中での作業です。その後は、
数日間かけて少しずつ丁寧に洗ってい
きます。乱暴に洗うと毛が固まってし
まうので、優しく、丁寧に洗うのがコ
ツです。毛に絡まった泥や草の汚れを
見ると、草むらでたくさん遊んでいる
羊たちを想像し、微笑ましく思います。
この後、濯ぎ、脱水をすると、汚れて
茶色だった毛がびっくりするほど真っ

白に！ これを広げて干し、乾燥させ
ると洗う作業は完了です。
　今回の羊毛は、どんな作品に変身さ
せましょうか？ 温か味のある羊毛の
作品づくりは、子どもから大人まで、
とても人気があります。現在、楽しい
作品の作り方を考案中です。「はっけん
広場」が再開した時は、ぜひお立寄り
下さいね！
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　10月16日から、第18回企画テーマ展
「アイヌのくらし―時代・地域・さま
ざまな姿」がオープンします。この展
示は、公益財団法人アイヌ民族文化財
団が毎年実施してきた「アイヌ工芸品
展」事業によるもので、当館での開催
は平成23年度の「千島・樺太・北海道　
アイヌのくらし」以来、10年ぶりとな
ります。
　今回の展示では、資料選定の段階か
ら、地域や時代、可能であれば作り使っ
ていた人びとがハッキリしている「モ

ノ」を集めることを心がけました。こ
れまで、アイヌ民族の作り出した民具
は、残念ながらバックデータがハッキ
リしないものが多いと言われてきまし
た。しかし、作り手や使い手が分から
ない資料だけを並べてしまうと、その
感想は端的に言って、「ああ、奇麗だな
あ」、「こんな道具があったんだなあ」と

いった漠然としたものに終わってしま
いがちです。
　バックデータがある資料を起点とし
て、それらがどのような時代の中で、
どういった人物により作り使われ、い
かなる経緯で博物館に保管され、遺族
は今その資料についてどう思っている
のかを伝える。今回の展示のテーマは
ここにあります。多くの方々にご来場
いただき、アイヌ民族の過去から現在
へのあゆみに思いを馳せて頂ければ幸
いです。

写真1
沙流地方の口承文芸伝承者として著名な平目
カレピアさん（1934年撮影）。写真2の着物を
着用している。当時の機材では屋内での撮影
が難しかったため、屋外に道具を持ち出す演
出が加わっているものと見られる。
写真2
カレピアさんが着用していた着物。写真1が
撮影された翌年には手放されていたようで、
現在は北海道大学北方生物圏フィールド科学
センター植物園・博物館に所蔵されている。

写真1　羊毛の汚れ取り
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写真2　今までつくった作品

「モノ」を通して、それを作り出した人びとの暮らしを見つめ直す
第18回企画テーマ展

「アイヌのくらし―時代・地域・さまざまな姿」開催 大  坂    拓
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